
Program

第24回 山形糖尿病研究会学術講演会

謹啓 先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます｡
さてこの度､第23回山形糖尿病研究会学術講演会を
下記の要領にて開催することとなりました｡
ご多用の中とは存じますが､ご出席賜りますようお願い申し上げます｡

日時

会場

2020年1月17日（金）19：00〜 20：40

座長 山形県立中央病院 副院長 間中 英夫 先生

特別講演

「生活習慣病におけるMRシグナル遮断の意義と有用性」

琉球大学大学院 医学研究科 内分泌代謝・血液・膠原病 内科学講座（第二内科）

教授 益崎 裕章先生
日本医師会生涯教育制度指定講習会1単位【カリキュラムコード：76糖尿病】の認定を予定しております。
当日は、お弁当をご用意しております。
当日はご参加頂いた確認のため、ご施設、ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。なお、ご記帳頂いたご施設名、ご芳名は
医薬品および医学・薬学に関する情報提供のために利用させて頂くことがございます。何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

参加費：500円 山形糖尿病研究会運営費として使用します

｢ ミネブロ錠について｣ 第一三共株式会社

学術情報 19:00〜19:10

19:40〜20:40

共催：山形糖尿病研究会 ／

大手門パルズ ３階 「山吹」
住所:山形県山形市木の実町12-37 TEL :023-624-8600

一般演題 19:10〜19:40

山形大学医学部附属病院 第三内科 准教授諏佐 真治 先生座長

公立置賜総合病院 代謝内分泌内科 石井 康大 先生

「Basedow 病の悪化を契機に診断されたSPIDDM 合併のAPS3 型の1 例」

山形ロイヤル病院 内科 八幡 芳 先生

「当院における「L-CDE（地域糖尿病療養指導士）山形」への対応について」

山形県立中央病院 糖尿病・内分泌内科 杉山 琢真 先生

「ランレオチド投与後に血糖コントロールが改善した膵神経内分泌腫瘍」


